
『
栄
花
物
語
』
に
於
け
る
粟
田
関
白
道
兼
像

―

そ

の

成

立

の

基

盤

―

川

田

康

幸

一
､
序

栗
田
関
白

･
藤
原
道
兼
に
つ
い
て
は
､
r栄
花
物
語
J
で
は
巻
第
二

〔二
四
〕
｢冷
泉
院
女
御
超
子
頓
死
H
｣
の
中
で

｢男
君
達
'
こ
の

註
一

女
御
達
の
御
は
ら
か
ら
三
所
ぞ
お
は
し
ま

す

｣

と
､
超
子
･
詮
子
と
い
う
女
御
達
の
同
腹
の
男
三
人
兄
弟
の
中
に
登
場
す
る
｡
次
に
登
場

す
る
の
は
､
巻
第
三

〔二
〕
｢
円
融
天
皇
女
御
詮
子
立
后
｣
の
段
で
あ
る
｡
そ
こ
に
は

｢家
の
子
の
君
達
､
后
の
一
つ
御
腹
の
は
三
所
ぞ

道
兼

お
は
す
る
｡
(中
略
)
二

郎

君

は
'
蔵
人
の
頭
に
て
お
は
し
つ
る
'
宰
相
に
な
り
給
ひ
ぬ
｡｣
と
記
す
｡
詮
子
と
同
腹
の
兄
弟
が
三
人
い
て
'

そ
の
二
番
目
と
し
て
登
場
す
る
｡
遺
兼
の
死
は
'
巻
第
四

〔四
三
〕
｢重
信

･
保
光

･
道
兼
寿
ず
｣
の
段
に
於
い
て
語
ら
れ
る
｡
道
兼
に

関
す
る
叙
述
は
'
巻
第
三
～
四
に
か
け
て
詳
細
で
あ
り
多
い
｡

こ
の
道
兼
に
つ
い
て
'
河
北
騰
氏
は
､
｢世
人
か
ら
余
り
好
か
れ
な
い
人
柄
で
｣
あ
り
'
｢世
間
で
は
一
目
置
い
て
敬
遠
さ
れ
る
所
が
あ

註
二

っ
た
ら
し
｣
-
､
｢絶
大
な
人
望
と
い
う
よ
う
な
点
か
ら
は
程
遠
い
人
物
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
｡｣
と
説

-

｡

松
村
博
司
博
士
は
'
道
兼

tj三

の
気
だ
て
は

｢剛
腹
で
き
び
し
い
所
が
あ
り
｣､
｢片
意
地
｣
で
､
｢偏
執
質
で
あ
っ
た
｣
こ
と
な
ど
が
想
像
さ
れ
る
と
言

う

｡

安
西
始
夫

註
四

氏
は
'
｢小
心
で
感
情
の
揺
れ
の
振
幅
の
大
き
か
っ
た
｣
人
物
と
説

-

｡

『栄
花
物
語
』
の
中
に
記
さ
れ
る
道
兼
は
､
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道
兼

二
郎
君
宰

相

殿

は
､
御
顔
色
悪
し
う
,
毛
深
-
､
事
の
外
に
み
に
-
-
お
は
す
る
に
､
御
心
ざ
ま
い
み
じ
う
ら
う
ら
う
じ
う
雄
雄
し

う
､
け
恐
し
き
ま
で
煩
し
う
さ
が
な
う
お
は
し
て
､
中
納
言
殿
を
常
に
教

へ
き
こ
え
給
ふ
御
心
ざ
ま
な
り
o

(冠

耶
詔

針
h

lj)

と
記
す
｡
容
貌
の
醜
く
-
悪
い
人
物
で
あ
り
'
そ
の
心
中
も
老
滑
で
恐
ろ
し
い
位
の
人
物
と
す
る
｡
政
治
に
携
わ
る
人
間
と
し
て
の
一
つ

の
典
型
を
示
す
の
で
は
な
い
か
｡
こ
の
道
兼
の
素
描
を
し
'
『栄
花
物
語
』
と

『大
鏡
』
の
中
に
描
か
れ
た
道
兼
の
姿
を
比
較
す
る
事
で
､

『栄
花
物
語
』
で
の
特
色
を
み
て
み
た
い
｡

註

一

本
文
は

『栄
花
物
語
全
注
釈
』
(昭
和
四
十
四
年
八
月
､
角
川
書
店
)
H
I
二
四
八
貢
'
以
下
同
｡

註
二

河
北
騰
氏

『栄
花
物
語
論
攻
J
(昭
和
四
十
八
年
四
月
･
桜
楓
社
)
｢第
三
編
･
第
三
章
｣

′註
三

松
村
博
司
博
士

『栄
花
物
語
全
注
釈
J
H

巻
第
三
･
補
説

｢道
隆
･
道
兼
･
道
長
の
外
貌
と
性
格
｣
三
三
二
貢
｡

註
四

安
西
始
夫
氏

｢藤
原
道
兼
論
-

r大
鏡
』
『栄
花
物
語
』
に
関
連
さ
せ
て
I

｣
『東
京
成
徳
短
期
大
学
紀
要
J
八
号

(昭
和
五
十
年
四

月
)二

'
道
兼
の
素
描

註

一

栗
田
関
白
道
兼
は
応
和
元

(九
六

一
)
年
に
生
誕
し
て
い

る

｡

父
兼
家
は
そ
の
前
年
､
天
徳
四

(九
六
〇
)
年

一
月
に
正
五
位
下
に
叙

註
二

註
三

さ
れ
た
少
壮
の
少
納

言

｡

母
は
摂
津
守
藤
原
中
正
の
女
で
時
姫
と
い

う

｡

同
腹
の
兄

･
道
隆
は
八
歳
の
年
長
､
弟
に
は
五
歳
下
の
道
長
､

註
四

姉
に
超
子
と
妹
に
詮
子
の
五
人
兄
弟
で
あ
っ
た

｡

父
兼
家
は
寛
和
二

(九
八
六
)
年
に
待
ち
望
ん
だ
摂
政
と
な
り
'
永
詐
二

(九
九

〇
)

註
五

註
六

年
に
菱
去

.

兄

･
道
隆
は
兼
家
の
弄
去
に
伴
い
､
.同
年
に
父
の
跡
を
継
い
で
関
白
と
な
り
､
正
暦
六

(九
九
五
)
年
に
蒙

去

｡

弟

･
道
長

註
七

註
八
･

註
九

は
長
和
五

(
一
〇
一
六
)
年
に
摂
政
と
な
っ
て
い

る

｡

姉

･
超

子
は

三

条
天
皇
の
母

｡

妹

･
詮
子
は

一
条
天
皇
の
母

｡

い
づ
れ
も
位
人
臣
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を
極
め
た
人
物
と
言
え
よ
う
｡

遺
兼
は
天
延
三

(九
七
五
)
年

一
月
七
日
に
冷
泉
院
御
給
を
受
け
､
従
五
位
下
に
叙
さ
れ
る
｡
そ
の
後
天
元
二

(九
七
九
)
年
十
二
月

二
日
に
は
十
九
歳
で
侍
従
に
補
さ
れ
'･
円
融
天
皇
の
近
習
と
な
っ
た
｡
翌
三
年
に
は
昇
殿
を
聴
さ
れ
'
同
六
年
に
は
二
十
三
歳
で
弾
正
少

弼
と
な
る
｡
翌
永
観
二

(九
八
四
)
年
正
月
に
は
円
敵
天
皇
の
蔵
人
'
八
月
二
十
五
日
に
は
冷
泉
院
御
給
に
よ
り
従
五
位
上
に
加
階
さ
れ

た
｡
同
八
月
二
十
七
日
花
山
天
皇
践
所
の
日
に
は
､
前
代
に
引
き
続
き
'
新
帝
の
近
侍
と
し
て
の
蔵
人
に
補
さ
れ
い
る
｡
同
十
月
十
日
に

証
十

は
新
東
宮

(
一
条
天
皇
)
の
御
給
を
受
け
'
正
五
位
下
､
同
三
十
日
に
は
左
少
弁
を
兼
ね
る
事
と
な
っ
た

0

寛
和
二

(九
八
六
)
年
六
月
二
十
三
日
､

一
条
天
皇
即
位
の
日
に
は
'
新
帝
の
蔵
人
頭
と
い
う
顕
官
を
占
め
る
こ
と
と
な
っ
た
｡
同
年

七
月
五
日
詮
子
が
皇
太
后
と
な
る
に
及
ん
で
､
従
四
位
下
と
な
る
｡
同
十
六
日
に
は
右
中
将
､
二
十
日
に
参
議
､
八
月
十
三
日
に
は
美
作

江
十
一

権
守
を
兼
ね
'
十
月
十
五
日
に
は
従
三
位
権
中
納
言
'
十

一
月
二
十
二
日
に
正
三
位
と
い
う
高
位
高
官
と
な
っ
た

｡

花
山
天
皇
の
出
家
に

伴
い
､
新
帝
の
外
祖
父
と
し
て
権
力
を

一
手
に
把
握
し
た
兼
家
の
､
強
引
な
ま
で
の
息
子
の
登
用
で
あ
ろ
う
｡
お
よ
そ
四
ケ
月
で
五
位
蔵

人
で
弁
官
を
兼
ね
て
い
た
男
が
正
三
位
権
中
納
言
に
ま
で
駆
け
登
っ
た
と
言
え
る
｡
翌
永
延
元

(九
八
七
)
年
十

一
月
十

一
日
に
は
､
八

月
に
行
な
わ
れ
た
石
清
水
行
幸
行
事
賞
と
し
て
従
二
位
に
叙
さ
れ
､
先
任
の
中
納
言
で
あ
っ
た
源
重
光
や
､
権
中
納
言
保
光
､
公
李
等
の

註
十
二

上
首
を
超
え
て
し
ま

う

｡

そ
の
後
の
昇
進
も
早
-
､
永
延
三

(九
八
九
)
年
二
月
に
は
権
大
納
､
三
月
に
は
皇
大
后
宮
大
夫
､
四
月
五
日
に
は
春
日
行
幸
行
事
賞

註
十
三

と
し
て
正
二
位
に
進
み
'
太
政
大
臣
藤
原
頼
忠
の
責
去
後
は
､
上
首
は
父
兼
家
と
見
遣
隆
を
含
め
'
七
人
と
な

る

｡

翌
永
詐
二

(九
九

註
十
四

〇
)
年
六
月

一
日
に
は
右
大
将
を
も
兼

ね

る

よ
う
に
な
り
､
翌
正
暦
二
年
九
月
七
日
に
は
内
大
臣
'
同
正
暦
五
年
八
月
二
十
八
日
に
は
､

註
十
五

右
大
将
を
兼
ね
た
ま
ま
'
右
大
臣
に
転
じ
て
い

る

｡

註
十
六

道
兼
が
籍
去
し
た
の
は
､
正
暦
六

(九
九
五
)
年
'
道
兼
三
十
五
歳
の
働
き
盛
り
の
年
齢
で
あ
っ
た

｡

こ
の
年
四
月
二
十
七
日
､
兄
道
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隆
の
黄
去
に
伴
い
'
道
兼
は
待
望
の
関
白
と
な
り
へ
四
月
二
十
八
日
に
は
氏
長
者
と
な
り
､
権
力
を
掌
中
に
し
た
か
に
見
え
た
が
､
翌
五

証
十
七

月
八
日
に
穿
去
す
る
こ
と
に
よ
り
'
全
て
が
瓦
解
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
｡
二
十
六
日
に
は
正

1
位
太
政
大
臣
が
贈
ら
れ
た

が

'

関
白

証
十
八

で
あ

っ
た
期
間
が
あ
ま
り
に
短
か
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
'
世
間
で
は

｢
七
日
関
白
｣
と
言
っ
た

｡

関
白
と
し
て
政
治
的
実
権
を
振
う
こ
と

も
無
い
ま
ま
に
舞
去
し
て
し
ま
っ
た
と
言
え
る
｡
遺
兼
の
人
と
な
り
を
考
え
る
上
で

1
つ
の
参
考
に
な
る
の
は
'
寛
和
二
年
の

｢花
山
院

出
家
｣
事
件
に
お
け
る
道
兼
の
役
割
で
は
な
い
か
｡

次
に
そ
の
事
件
を
見
て
み
た
い
｡

註

1

r大
鏡
裏
書
J
(第
四
巻
)､
r公
卿
補
任
)
寛
和
二
年

｢道
東
条
｣､
あ
る
い
は

r日
本
紀
略
J
長
徳
元
年
五
月
八
日
条

r関
白
右
大
臣
正
二

位
藤
原
朝
臣
道
兼
寿
｡
年
三
十
五
｡
｣
を
逆
算
｡

註
二

r公
卿
補
任
J
康
保
五
年

｢兼
家
条
｣'
r尊
卑
分
脈
J
｢菜
家
公
侍
｣0

註
三

r大
鏡
裏
書
J
(第
四
巻
)､
r尊
卑
分
脈
)

註
四

r大
鏡
裏
書
)
(第
四
巷
)t
r尊
卑
分
脈
J
r公
卿
補
任
L
｢道
隆
条
｣
｢道
長
条
｣
'
超
子
･
詮
子
に
関
し
て
は
'
r大
鏡
表
書
J
(第

7
巻
)､

r日
本
紀
略
)
長
保
三
年
閏
十
二
月
条
等
｡
.

註
五

r公
卿
補
任
L
寛
和
二
年

･
永
秤
二
年

｢乗
家
条
｣､
r尊
卑
分
脈
】
コ
釆
家
公
侍
｣t
r日
本
紀
略
J
等
に
よ
る
｡

註
六

,
r公
卿
補
任
3
,水
詐
二
年

･
正
暦
六
年

｢道
隆
条
｣
､
r尊
卑
分
脈
J
｢道
隆
公
侍
｣､
r日
本
紀
略
J
等
に
よ
る
O

註
七

r公
卿
補
任
J
長
和
五
年

｢道
長
条
｣､
r尊
卑
分
脈
J
｢道
長
公
侍
｣､
r日
本
紀
略
J
等
に
よ
る
｡

註
八

r日
本
紀
略
}
後
篇
十
二

｢
三
候
院
条
｣
,
r大
鏡
J
第

1
巻

｢六
十
七
代
三
帳
院
｣､
r大
鏡
裏
声

(第

1
巻
)
等
に
よ
る
｡

註
九

r日
本
紀
略
J
後
篇
九

｢
1
候
院
条
｣二

大
鏡
し
第

1
巻

｢六
十
六
代
l俵
院
｣､
r大
鏡
裏
声

(第

7
巻
)
等
に
よ
る
.
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註
十

註
十
一

註
十
二

註
十
三

註
冨

註
芸

註
十六

註
十七

註
十
八 条

｡
r公
卿
補
任
L
寛
和
二
年

｢遥
兼
条
｣｡

r公
卿
補
任
し
寛
和
二
年

｢道
東
条
｣｡

r公
卿
補
任
J
寛
和
三
年

｢道
乗
条
｣｡

r公
卿
補
任
)
永
延
三
年

｢道
発
条
｣｡

r公
卿
補
任
J
永
詐
11年

｢道
兼
条
｣｡

r公
卿
補
任
J
正
暦
二
年
･
同
五
年

｢遥
発
条
｣｡

rtH
卿
補
任
J
正
暦
六
年

｢道
兼
条
｣
並
び
に

｢道
隆
条
｣'
r日
本
紀
略
し
後
篇
十
㌧
長
徳
元
年
四
月
十

1
日
､
同
二
十
七
日
､
五
月
八
日

F日
本
紀
略
-
長
徳
元
年
五
月
二
十
六
日
条
､
r公
卿
補
任
J
正
暦
六
年

｢道
兼
条
｣｡

r公
卿
補
任
J
正
暦
六
年

｢道
兼
条
｣､
r尊
卑
分
脈
)
｢道
茸
公
孫
｣
道
兼
条
｡
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三
､
花
山
院
の
出
家
と
道
兼
の
位
置

花
山
院
の
出
家
の
顛
末
'
特
に
そ
の
中
に
於
け
る
道
兼
の
役
割
に
つ
い
て
は
t
r日
本
紀
略
)
や

r大
鏡
J'
r古
事
談
b
等
に
詳
し
い
｡

1
'
今
暁
丑
魁
許
｡
天
皇
密
々
出
]]禁
中
?｡
向
二東
山
華
山
寺
.落
飾
o
干
レ
時
蔵
人
左
少
弁
藤
原
道
兼
奉
レ従
レ
之
.
先
二千
天
皇
?
密
奉
三

助
璽
於
東
宮
?
出
二宮
内
.云
々
｡

(
]茄
諸

声

詔

)

二
㌧
花
山
院
御
出
家
｡
寛
和
二
年
六
月
廿
三
日
事
也
｡
子
時
許
｡
主
上
私
令
レ
出
二御
在
所
.給
｡
蔵
人
左
少
弁
道
兼
｡
天
台
僧
戯
久
候
二

御
共
益

似
盛

的
額

遣
向
あ

花
虫

即
以
二戯
久
,令
執

由

頭
t給
云

々
｡
此
間
｡
右

蛋

琴

参
二春
宮
蒜

二諸
陣
奉

出

(遥
兼
〕

入
.云
々
｡
(中
略
)
庇
御
出
家
之
琴
心
ハ
｡
弘
徴
殿
女
御
錆
｡

錘
愛
之
間
忽
売
逝
.
仇
御
悲
歎
之
虞
.
町

尻

殿

得
二便
罵

声

世
間



モ
ロ

無
常
法
文
瞬
rK.相
野
軍
畑
壁

叩終
等
壷

レ見
｡
被
レ
勧
毒

御
出
家
雫

師
共
出
家
可
二御
共
申
乏

由
被
二契
申
.云
々
｡
而
令
レ
剃
二御
首
.

〔大臣
〕

給
之
後
申
云
｡
オ

ー

ヾ

ニ

カ
ハ
ラ
ヌ
ガ
タ
｡
今

一
度
ミ
エ
テ
可
二蹄
参
.之
由
申
テ
｡
逐
電
云
々
｡
其
時
｡
我
ヲ
ハ
カ
ル
ナ
リ
ケ
リ
ー

テ
｡
(中
略
)
道
兼
申
云
.
銀
璽
巳
渡
二春
宮
御
方
.云
〝
.
イ
マ
ハ
カ
ナ
ヒ
候

ハ
ジ
ト
申
ケ
リ
｡
(中
略
)
粟
田
殿
｡
五
ケ
月
内
侍
自
ニ

五
位
少
弁
.至
二正
三
位
中
納
声

云
々
｡

(撃
事
談
L)

以
上
二
点
は
t
F日
本
紀
略
』
と

『古
事
談
』
の
記
事
で
あ
る
｡
両
書
に
哉
通
し
て
い
る
点
は
､
次
の
二
点
で
あ
ろ
う
.

H
､
花
山
院
出
家
の
時
､
ず
っ
と
道
兼
が
花
山
院
に
従
っ
て
い
て
'
花
山
院
の
出
家
を
見
届
け
て
い
る
事
｡

H
t
道
兼
は
花
山
院
に
先
だ
ち
'
｢鋸
璽
｣
が
既
に
東
宮
の
側
に
渡
っ
て
い
た
こ
と
を
知
っ
て
い
た
事
O

又
､
『古
事
談
』
独
自
の
記
事
と
し
て
'
花
山
院
に
出
家
を
勧
め
た
の
が
兼
家
で
あ
る
事
を
明
記
し
て
い
る
点
と
､
五
ケ
月
以
内
に
五
位

蔵
人
少
弁
が
正
三
位
中
納
言
に
ま
で
昇
進
し
た
点
で
あ
る
｡
『古
事
談
』
で
は
花
山
院
の
出
家
に
関
し
て
'
道
兼
が
大
き
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
と
説
く
｡
こ
れ
に
関
し
て
は
､

〔兼
家
〕

〔道
兼
〕

〔道
隆
〕

大
入
道
殿
被
レ
議
,
以
二関
白

.可
レ謀
]]何
子
.哉
之
虫

有
囲
申
云
.
町

尻

殿

可
レ
軍
記

野

頭

相
脚
鳩
惟
仲
申
云
｡任
二次
第
.中
関

白

可

レ
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旦
H
云
｡

と
､
有
国
が
関
白
職
を
道
兼
に
譲
る
べ
き
だ
と
進
言
し
た
理
由
に
凝
せ
ら
れ
て
い
る
｡
同
じ
よ
う
な
話
が

『江
談
抄
』

註
I

が
､
こ
ち
ら
は
有
国
が
何
故
に
道
兼
を
推
薦
し
た
の
か
の
理
由
は
示
さ
れ
て
い
な

い
｡

註
二

『百
錬
抄
』
で
は
､
花
山
院
の
出
家
は

｢道
兼
之
謀

也

｣

と
明
言
し
て
い
る
｡
加
え
る
に

『愚
管
抄
』
の
中
に
も
､

証
三

(璽
巧
談
.-)

の
中
に
見
ら
れ
る

『日
本
紀
略
』
と

F古
事
談
』
に
共
通
す
る
r
及
び
31
と
'
花
山
院
に
出
家
を
勧
め
た
の
が
道
兼
だ
と
記

す

｡

た
だ
し

『百
錬
抄
J
の
如
く
道
兼
の
謀
と
す

る
の
で
は
無
く
､
『愚
管
抄
』
を
読
む
限
り
で
は
兼
家
が
あ
ら
ゆ
る
手
筈
を
調
え
て
い
た
と
言
え
よ
う
｡
『愚
管
抄
』
に
よ
れ
は
'
道
隆

･

道
綱
が
銀
璽
を
持
っ
て
東
宮
の
住
む
凝
花
舎
へ
参
上
す
る
と
直
ぐ
に
'
兼
家
は
諸
門
を
閉
じ
'
道
長
を
使
者
と
し
て
時
の
関
白
太
政
大
臣



註
E
t

頼
忠
の
許
へ
使
わ
し
て
い

る

｡

今
井
源
衛
氏
は

『日
本
紀
略
』
に
記
述
さ
れ
た
花
山
院
出
家
の
記
事
を
示
し
'
｢朝
廷
の
公
式
記
録
た
る
紀
略
の
性
格
を
考
え
る
と
き
'

こ
の
事
件
が
'
｣
｣
の
書
の
編
纂
の
十

一
世
紀
中
頃
に
あ
っ
て
は
､
す
で
に
万
人
周
知
の
明
白
な
陰
謀
事
件
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
も
の
が

註
五

た

る

｣

と
説
く
｡
『日
本
紀
略
』
が

｢朝
延
.の
公
式
記
録
｣
と
い
う

｢性
格
｣
か
否
か
は
別
と
し
て
'
｢万
人
周
知
｣
の

｢事
件
｣
で
あ
っ

た
ろ
う
事
は
確
か
で
は
な
か
っ
た
の
か
｡
今
井
氏
は
道
兼
を
花
山
院
出
家
事
件
に
関
す
る
第

一
の
功
労
者
と
す
る
が
'
『古
事
談
』
の
中

で
の
有
国
の
言
に

｢烏
思
花
山
院
御
出
家
之
事
令
申
欺
｣
と
の
説
明
を
付
し
た
理
由
も
'
第

1
の
功
労
者
を
道
兼
と
す
る
点
に
あ
ろ
う
｡

花
山
院
の
出
家
に
関
し
て
は

『百
錬
抄
J
の
説
く
如
く
､
道
兼
の
陰
謀
で
は
な
く
､

道
兼
同
御
セ
ウ
-
ニ
テ
'
ナ
ニ
ト
ナ
ク
､
花
山
院
ノ
ア
ヒ
ダ
ノ
コ
-
モ
'
ワ
ガ
結
構
ナ
ラ
ネ
ド
､
時
こ
ア
ヒ
テ
チ
､
ノ
タ
メ
イ
､､､ジ

カ
リ
ケ
ン
.

(
鮎
等

)

と
､
道
兼
が
立
場
上

1
番
働
い
た
位
の
所
で
あ
ろ
う
｡
1兼
家

一
門
に
す
れ
ば
'
道
兼
の
役
割
は
他
の
遺
隆
や
道
長
､
あ
る
い
は
異
腹
の
道

綱
達
よ
り
も
ず
っ
と
重
-
'
重
要
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
｡
遺
兼
が

『栄
花
物
語
』
の
記
す
如
-

｢
い
み
じ
う
ら
う
ら
う
じ
｣
い
性
格

を
有
し
て
い
た
と
す
れ
ば
'
将
来
の
布
石
と
し
て
'
老
拾
な
遣
兼
を
花
山
院
の
近
習
に
配
す
る
事
を
､
兼
家
は
考
え
て
い
た
の
か
も
知
れ

な
い
｡
遣
兼
は
ま
た
'
父
兼
家
の
案
に
相
違
せ
ず
'
立
派
に
自
分
の
役
割
を
果
し
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
｡
こ
の
様
な
点
を
考
慮
に
入
れ

る
と
t､
遺
兼
を
推
挙
し
た
有
国
の
立
場
も
十
分
に
理
由
が
あ
る
｡

¶江
談
抄
』
や

『古
事
談
』
で
は
､
有
国
と
同
時
に
意
見
を
求
め
ら
れ
た
惟
仲
や
国
平
は
年
齢
順
で
'
道
隆
に
譲
っ
た
方
が
よ
い
と
進

言
す
る
｡
年
齢
順
と
言
え
ば
実
に
順
当
で
あ
り
そ
う
に
見
え
て
'
平
凡
で
愚
鈍
と
も
言
え
る
意
見
で
は
な
い
か
｡
道
隆
が
関
白
職
を
譲
ら
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と
本
気
で
考
え
て
い
た
と
す
れ
ば
'
政
治
家
と
し
て
は

一
流
と
は
言
え
な
い
｡
伊
周
が
順
当
に
摂
政
に
な
れ
な
か
っ
た
原
因
の
一
つ
は
'

こ
の
様
な
甘
い
道
隆
の
考
え
方
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
で
き
る
位
で
あ
る
｡
政
治
家
と
し
て
は
道
兼
の
方
が
余
程
見
識
を
有
し

て
い
る
と
考
え
さ
せ
る
記
事
が
あ
る
｡

町
尻
殿
道
兼
所
悩
危
急
之
時
.
有
囲
令
レ
申
云
｡
書
.]譲
状
?
可
レ
被
レ
譲
.]所
職
於
入
道
殿
,者
｡
栗
田
殿
被
レ
命
云
.
関
白
者
非
,書
二譲

状
.之
事
上
云
々
.

(
r残

抄
.)

摂
関
職
は
譲
状
や
兄
弟
の
年
齢
順
で
受
け
継
が
れ
て
ゆ
く
世
襲
の
も
の
で
は
本
来
無
か
っ
た
筈
で
あ
ろ
う
｡
摂
関
職
が
譲
状
や
世
襲
形

式
で
の
相
続
と
い
う
こ
と
が
強
ま
れ
ば
'
実
質
は
形
骸
化
を
早
め
て
ゆ
-
｡
そ
の
意
味
で
道
兼
の
判
断
は
当
を
得
て
お
り
'
道
隆
の
如
き

あ
る
種
の
甘
さ
と
い
う
も
の
は
感
じ
ら
れ
な
い
｡
た
だ
し
こ
の
道
兼
が
摂
詩
臣
と
し
て
ど
の
よ
う
な
政
事
を
執
り
行
な
っ
て
ゆ
こ
う
と
し

た
の
か
の
判
断
は
つ
か
な
い
｡
-
り
返
し
に
は
な
る
が
花
山
院
の
出
家
に
於
け
る
道
兼
の
役
割
は
他
人
に
は
替
え
が
た
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
｡
と
こ
ろ
が

F大
鏡
』
と

¶栄
花
物
語
』
で
は
'
花
山
院
の
出
家
に
つ
い
て
'
随
分
異
な
る
記
事
を
載
せ
て
い
る
｡
次
に
そ
れ
を
検

討
し
て
み
た
い
｡

註

1

r江
談
抄
,
(
S!)
に
は

｢大
入
道
殿
｡
臨
終
召
二有
園
白

.
子
息
之
中
｡
以
二誰
人
.可
レ
譲
二摂
隷
↓
有
国
中
云
｡
殿
下
令
二執
権
呑

町
尻

殿
欺
云
々
｡
是
道
兼
之
事
也
云
々
｡
又
令
レ
間
.]惟
仲
?
｣
と
有
国
が
道
兼
を
推
薦
し
た
事
の
み
を
記
し
､
そ
の
理
由
を
示
さ
な
い
｡

註
二

r百
錬
抄
)
第
四

｢華
山
天
皇
･
寛
和
二

年
条
｣

証
三

r愚
管
抄
』
巻
第
三
｡

註
四

r愚
管
抄
)
巻
第
三
.

註
五

今
井
源
衛
氏

r花
山
院
の
生
涯
し
(昭
和
四
十
六
年
十
二
月
改
訂
版
･
桜
楓
社
)
第
三
章
即
位
時
代

｢七

六
月
二
十
二
日
夜
｣｡
こ
の
中
で
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今
井
氏
は

｢道
兼
が
第
一
の
功
労
者
で
あ
る
｣
と
す
る
｡

四
㌧
『大
鏡
』
と

『栄
花
物
語
』

の
相
違

r栄
花
物
話
し
中
に
記
さ
れ
る
花
山
院
の
出
家
に
関
す
る
頗
末
は
t
r大
鏡
)､
F古
事
談
L
等
と
比
較
す
る
と
大
き
く
異
な
る
｡
そ
こ

で
ま
ず
出
家
の
原
因
と
な
っ
た
紙
子
に
つ
い
て
次
に
記
す
｡

内
に
も
外
に
も
'
｢あ
な
い
み
じ
'
悲
し
｣
と
の
み
お
ぼ
し
惑
ふ
程
に
､
は
か
な
う
日
も
過
ぎ
も
て
ゆ
き
て
'
さ
べ
き
御
仏
経
の
急

ぎ
に
つ
け
て
も
御
涙
干
る
ま
な
し
｡
内
に
も
こ
の
御
忌
の
程
は
'
絶
え
て
い
づ
れ
の
御
方
方
も
つ
ゆ
ま
う
の
ば
ら
せ
給
は
ず
｡
(中

(花
山
】

略
)
世
の
中
の
人
い
み
じ
-
道
心
起
し
て
尼
法
師
に
な
り
果
て
ぬ
と
の
み
聞
ゆ
｡
こ
れ
を

み

か

ど

聞
し
め
し
て
'
は
か
な
き
世
を
お

〔牧
子
〕

は
し
歎
か
せ
給
て
'
｢あ
は
れ
､
弘

徴

殿

い
か
に
罪
深
か
ら
ん
｡
か
か
る
人
は
い
と
罪
重
-
こ
そ
あ
な
れ
｡
い
か
で
か
の
罪
を
滅
さ

ば
や
｣
と
'
お
ぼ
し
乱
る
る
事
ど
も
御
心
の
う
ち
に
あ
る
べ
し
｡

(i
甥
詣

苛

(壁

.1軌
畑
㌔

)

r栄
花
物
語
J
で
は
'
花
山
院
は
紙
子
の
卒
去
に
よ
り
､
道
心
を
つ
の
ら
せ
た
と
､
長
々
と
記
し
､
出
家
の
第

1
原
因
は
弘
微

殿
の
女

御
の
菩
提
を
弔
お
う
と
す
る
花
山
院
の
気
持
で
あ
る
と
説
-
｡
だ
が

T大
鏡
J
で
は
弘
微
殿
の
女
御
を
弔
う
為
の
出
家
と
ま
で
は
記
さ
な

ヽ
○

)

唯
子

1
'
女
君
ひ
と
～
こ
ろ
は
､
花
山
院
の
御
時
の
女

御

｡
い
み
じ
う
と
き
に
お
は
せ
し
ほ
ど
に
､
う
せ
た
ま
ひ
に
き
｡

(
顛

棚
蒜

旺
梢
か
如
詳

相
賀

か
蒜

f
:)

二､
｢我
出
家
は
成
就
す
る
成
け
り
｣
と
お
ぼ
さ
れ
て
､
あ
ゆ
み
い
で
さ
せ
た
ま
ふ
ほ
ど
に
'
弘
徴

殿

の
御

文

の
'

日

比

や

り

の

こ

し

て
御
め
も
え
は
な
た
ず
御
ら
ん
じ
け
る
を
お
ぼ
し
出
て
'
｢
し
ば
し
｣
と
て
'
と
り
に
い
ら
せ
お
は
し
ま
し
ゝ
か
し
｡
あ
は
た
殿
の
'

｢
い
か
に
お
ば
し
め
し
な
ら
せ
お
は
し
ま
し
ぬ
る
ぞ
｡
た
ゞ
い
ま
す
ぎ
ば
'
を
の
づ
か
ら
さ
は
り
も
い
ま
ま
う
で
き
な
ん
｣
と
'
そ
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ら
な
き
し
給
け
る
ほ
.

(
R
,re
s
..
空

軍

)

弘
徽
殿
女
御
に
関
す
る

『大
鏡
』
の
視
点
は
､
彼
女
が
花
山
院
の
寵
愛
を
深
く
受
け
て
い
た
こ
と
の
み
で
あ
る
｡
花
山

院

の

出
家

の
原

因
が
弘
微
殿
女
御
の
卒
去
で
あ
る
と
は
読
み
取
れ
な
い
｡
『大
鏡
』
の
記
述
か
ら
受
け
る
印
象
は
'
道
兼
が
花
山
院
の
出
家
の
決
心
が
変

化
し
な
い
間
に
宮
中
か
ら
連
れ
出
し
て
し
ま
お
-
と

｢
そ
ら
な
き
｣
ま
で
し
て
腐
心
し
て
い
る
姿
で
あ
る
｡
『栄
花
物
語
』
に
は
花
山
院

の
出
家
を
せ
き
た
て
､
必
死
の
形
相
で
腐
心
し
て
い
る
道
兼
の
姿
は
無
い
｡

ま
た
､
『古
事
談
』
で
は
､
道
兼
が

｢世
間
無
常
法
文

･
妻
子
珍
宝
及
王
位
｣
と
い
う
事
を
花
山
院
に
見
せ
た
り
し
て
出
家

･
道
心
を

か
き
た
て
た
と
記
し
て
い
る
｡
し
か
し

｢栄
花
物
語
』
で
は
､

説
経
を
常
に
花
山
の
厳
久
阿
閣
梨
を
召
し
っ
つ
せ
さ
せ
給
ふ
｡
御
心
の
う
ち
の
道
心
限
な
く
お
は
し
ま
す
｡
｢妻
子
珍
宝
及
王
位
｣

〔義
憤
)

と
い
ふ
事
を
'
御
口
の
端
に
か
け
さ
せ
給

へ
る
も
'
惟
成
の
弁
､
い
み
じ
う
ら
う
た
き
も
の
に
つ
か
は
せ
給
ふ
も
'
中

納

言

も

ろ
と

も
に
､
｢
こ
の
御
道
心
こ
そ
う
し
ろ
め
た
け
れ
｡
出
家
入
道
も
皆
例
の
事
な
れ
ど
'
こ
れ
は
い
か
に
ぞ
や
あ
る
御
心
ざ
ま
の
折
折
出

で
来
る
は
､
こ
と
こ
と
な
ら
じ
'
た
だ
冷
泉
院
の
御
も
の
の
け
の
せ
さ
せ
給
ふ
な
る
べ
し
｣
な
ど
欺
き
申
し
わ
た
る
程
に
､
猶
怪
し

〔義
憤
〕

う
例
な
ら
ず
物
の
す
ず
ろ
は
し
げ
に
の
み
お
は
し
ま
せ
ば
'
中

納

言

な

ど
も
御
宿
直
が
ち
に
仕
う
ま
つ
り
給
ふ
程
に
､
寛
和
二
年
六

月
廿
二
日
の
夜
俄
に
失
せ
さ
せ
給
ひ
ぬ
と
の
の
し
る
｡
内
の
そ
こ
ら
の
殿
上
人

･
上
達
部
､
あ
や
し
の
衛
士

･
仕
丁
に
い
た
る
ま
で
'

残
る
所
な
く
火
を
と
も
し
て
､
到
ら
ぬ
隈
な
-
求
め
奉
る
に
､
ゆ
め
に
お
は
し
ま
さ
ず
｡
太
政
大
臣
よ
り
は
じ
め
'
諸
卿

･
殿
上
人

残
ら
ず
参
り
集
り
て
､
壷
壷
を
さ
へ
見
奉
る
に
'
い
づ
こ
に
か
は
お
は
し
ま
さ
ん
.

(C;議

題

針
禦

荒

川
生

)

と
､
厳
久
阿
閣
梨
が
花
山
院
に
説
教
を
説
-
為
に
召
さ
れ
た
と
記
す
｡
花
山
院
の
道
心
を
か
き
立
て
る
原
因
は
た
だ

｢
こ
と
こ
と
な
ら
じ
'

た
だ
冷
泉
院
の
御
も
の
の
け
｣
と
し
て
い
る
｡

出
家
の
夜
に
関
し
て
も
､
花
山
院
は

｢俄
に
失
せ
さ
せ
給
｣
う
た
の
で
あ
り
'
『古
事
談
』
や

『日
本
紀
略
』
で
記
す
如
き
'
道
兼
の
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庖
従
は
記
さ
れ
て
い
な
い
｡
そ
れ
よ
り
花
山
院
の
失
綜
を
期
に
宮
廷
で
上
は
太
政
大
臣
か
ら
'
下
は
衛
士

･
仕
丁
に
い
た
る
ま
で
の
人
々

が
大
騒
ぎ
で
花
山
院
を
捜
し
求
め
た
と
記
す
｡
神
璽
や
宝
剣
が
既
に
東
宮
の
方

へ
渡
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
事
な
ど
は
全
く
記
さ
れ
て
い
な

い
｡
た
だ

単

に
'
さ
ら
っ
と
'
次
の
如
く
記
す
｡

〔居
貞
)

〔
一
条
〕

か
く
て
廿
三
日
に
東
宮
位
に
つ
か
せ
給
ひ
ぬ
｡
東
宮
に
は
冷
泉
院
の

二

の
宮

居
さ
せ
給
ひ
ぬ
｡
み

か

ど

は
御
年
七
つ
に
な
ら
せ
給
ひ
'

【居
貞
)

東

宮

は

十

一
に
ぞ
お
は
し
ま
し
け
る
｡
東
宮
も
こ
の
東
三
条
の
大
臣
の
御
孫
に
こ
そ
は
お
は
し
ま
せ
｡
い
み
じ
う
め
で
た
き
事
限
な

し
｡
こ
れ
皆
あ
べ
い
事
な
り
｡

(
｣(rS
Ⅶ
鯛
撃

詔

妃
?
)

二
十
三
日
に
東
宮
が
即
位
さ
れ
､
新
し
い
東
宮
に
は
冷
泉
院
の
二
宮
が
立

っ
た
こ
と
を
記
す
｡
そ
し
て
新
東
宮
も
兼
家
が
祖
父
で

あ
る
と

記
し
'
｢
こ
れ
皆
あ
べ
い
事
｣
だ
と
言
う
｡

『大
鏡
』
の
方
は
全
-
異
な
る
｡
花
山
院
出
家
の
夜
は
'
遺
兼
が
帝
を
先
導
し
て
い
る
事
を
記
し
て
い
る
｡

寛
和
二
年
丙
成
六
月
升
二
日
の
夜
､
あ
さ
ま
し
く
さ
ぶ
ら
ひ
し
こ
と
は
､
人
に
も
し
ら
せ
さ
せ
給
は
で
､
み
そ
か
に
花
山
寺
に
お
は

し
ま
し
て
､
御
出
家
入
道
せ
さ
せ
た
ま
へ
り
し
こ
そ
'
御
年
十
九
｡
(中
略
)
あ
は
れ
な
る
こ
と
は
､
お
り
お
は
し
ま
し
け
る
よ
は
'

ふ
ぢ
つ
ぼ
の
う
ゑ
の
御
つ
ば
ね
の
小
戸
よ
り
い
で
さ
せ
た
ま
ひ
け
る
に
'
あ
り
あ
け
の
月
い
み
じ
-
あ
か
1
-
け
れ
ば
､
｢寂
叢
に

こ
そ
あ
り
け
れ
｡
い
か
ゞ
す
べ
か
ら
ん
｣
と
お
は
せ
ら
れ
け
る
を
'
｢
さ
り
と
て
､
と
ま
ら
せ
た
ま
ふ
べ
き
や
う
侍
ら
ず
｡
紳
璽

･

道
東

花
山

賛
餌
わ
た
り
給
ぬ
る
に
は
｣
と
､
あ
は
た
ど

の

1
さ
は
が
し
申
給
け
る
は
へ
ま
だ
御
か

ど

い
で
さ
せ
お
は
し
ま
さ
ゞ
り
け
る
さ
き
に
t

i旧

て
づ
か
ら
と
り
て
､
春

宮

の
御
か
た
に
わ
た
し
た
て
ま
つ
り
給
て
け
れ
は
t
か
へ
り
い
ら
せ
給
は
ん
こ
と
あ
る
ま
じ
-
お
ぼ
し
て
t

L
か
申
さ
せ
た
ま
ひ
け
る
と
ぞ
｡

(jr猷
㌔

㌍

欝

椛
)

花
山
院
の
出
家
の
顛
末
､

1
部
始
終
は
､
｢あ
は
れ
な
｣
気
毒
な
こ
と
と
し
て
記
述
し
始
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
｡
花
山
院
の
出
家

･
道
心

の
変
化
し
な
い
う
ち
に
と
宥
め
嫌
し
て
い
る
遺
兼
の
姿
が
強
-
描
か
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
｡
ま
た
､
神
璽
や
宝
剣
に
関
し
て
も
'
『日
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本
紀
略
)
等
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
り
も
詳
細
で
あ
る
｡
道
兼
が
神
璽
や
宝
剣
が
東
宮
の
方
に
渡
っ
て
し
ま
っ
た
事
を
知
っ
て
い
た
の
で
は

な
い
｡
道
兼
自
身
が
'
東
宮
方

へ
神
璽
や
宝
剣
を
渡
し
て
い
た
と

『大
鏡
』
は
記
す
の
で
あ
る
｡
花
山
院
が
宮
中
に
戻
っ
た
り
し
て
､

r栄
花
物
語
)
の
記
す
如
く
'
｢宿
直
が
ち
に
仕
う
ま
つ
り
給
う
｣
中
納
言
義
憤
等
に
発
見
さ
れ
た
と
な
れ
ば
'
如
何
な
事
態
が
現
出
し
ょ

-
か
｡
ま
し
て
花
山
院
が
変
心
を
L
t
出
家
を
思
い
止
ま
っ
た
り
し
た
な
ら
は
'
後
に
見
る
兼
家

一
門
の
栄
花
な
ど
有
り
得
な
か
っ
た
の

で
は
な
い
か
｡
花
山
院
自
身
'
あ
る
い
は
花
山
院
の
出
家
で
利
益
を
失
う
人
々
が
'
神
璽

･
宝
剣
を
東
宮
側
に
渡
し
た
の
で
は
無
い
｡
花

山
院
の
出
家
で
利
益
を
受
け
る
で
あ
ろ
う
兼
家
の
息
子
が
神
璽

･
宝
剣
を
東
宮
側
に
渡
し
て
い
る
の
で
あ
る
｡
花
山
院
と
中
納
言
義
憤

･

関
白
頼
忠
が
手
を
組
め
ば
'
兼
家
や
遺
兼
達
は
配
所
の
月
を
仰
ぐ
結
果
と
な
っ
た
か
も
知
れ
な
い
｡
特
に
遺
兼
は
手
ず
か
ら
神
璽

･
宝
剣

を
東
宮
側
に
渡
し
､
花
山
院
出
家
の
先
導
を
な
し
た
と
あ
れ
ば
'
少
な
く
と
も
太
宰
府
の
月
を
眺
め
て
暮
す
こ
と
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
｡

¶大
鏡
』
で
は
､
さ
ら
に

花
山
寺
に
お
は
し
つ
き
て
'
御
ぐ
し
お
ろ
さ
せ
給
て
の
ち
に
ぞ
'
あ
わ
た
殿
は
'
｢
ま
か
り
い
で
～
'
お
と
ゞ
に
も
､
か
は
ら
ぬ
す

〔花
山
天
皇
)

が
た
今

1
度
み
え
'
か
く
と
安
内
申
て
､
か
な
ら
ず
ま
い
り
侍
ら
ん
｣
と
申
給
ひ
け

れ

は

'

｢
我
を
は
は
か
る
た
り
け
り
｣
と
て
こ

そ
な
か
せ
た
ま
ひ
け
れ
｡
あ
は
れ
に
か
な
し
き
こ
と
な
り
な
｡

(翫

3

..
5
.71撃

)

花
山
院
自
身
に

｢我
を
は
は
か
る
な
り
け
り
｣
と
発
言
さ
せ
て
い
る
｡
道
兼
は
花
山
院
が
髪
を
下
し
て
し
ま
っ
た
時
点
で
､
元
の
姿

に
戻

る
こ
と
が
不
可
能
と
な
っ
た
の
を
確
認
し
た
上
で
'
父
兼
家
に
自
分
の
最
後
の
姿
を
見
せ
に
戻
る
と
言
っ
た
｡
｢栄
花
物
語
』
で
言
う
所

の

｢け
恐
し
き
ま
で
｣
｢
ら
う
ら
う
じ
｣
い
人
物
と
言
え
る
｡
髪
を
下
し
た
後
に
謀
ら
れ
た
事
に
気
付
く
様
な
若
い
天
皇
を
欺
く
事
な
ど
'

道
兼
に
と
っ
て
は
赤
子
の
手
を
ひ
ね
る
よ
り
簡
単
で
は
な
か
っ
た
の
か
.
『愚
管
抄
)
で
は
花
山
院
の
こ
の
気
持
を

｢育
道
心
｣
と
言
っ

て
い
る
が
'
ま
さ
に
そ
の
通
り
で
あ
ろ
う
｡

俄
道
心
を
お
こ
す
よ
う
な
花
山
院
に
も
責
任
の
1
端
は
あ
ろ
う
が
､
反
面
老
拾
な
人
々
に
萌
さ
れ
た
花
山
院
の
出
家
は

｢あ
は
れ
に
か
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な
し
き
こ
と
｣
と
言
え
る
｡
¶大
鏡
』
で
は
さ
ら
に
､

ひ
ご
ろ
､
よ
く
御
弟
子
に
て
さ
ぶ
ら
ほ
ん
と
ち
ぎ
り
て
'
す
か
し
申
給
け
ん
が
お
そ
ろ
し
き
よ
｡

(
山
猷
㌔

評

議

)

と
'
道
兼
の

｢
お
そ
ろ
し
さ
｣
を
述
べ
た
て
る
の
で
あ
る
｡
そ
の
上
'

道
兼

兼
隆

栗

田

殿

'
花
山
院
す
か
し
お
ろ
し
た
て
ま
つ
り
'
左
衛

門

督

､
小

一
条
院
す
か
し
お
ろ
し
た
て
ま
つ
り
給
へ
り
｡
み
か
ど

･
春
宮
の

御
あ
た
り
ち
か
づ
か
で
あ
り
ぬ
べ
き
ぞ
う
と
い
ふ
事
の
い
で
き
に
し
ぞ
'
い
と
希
有
に
侍
き
な
｡
た
れ
も
き
こ
し
め
L
L
り
た
る
こ

と
な
れ
ど
'
お
と
こ
ぎ
み
た
ち
か
く
な
り
｡

(HEi<
W
撃

諸

表

･<
)

証

一

道
兼
は
か
り
か
'
そ
の
子
､
兼
隆
が
小

一
条
院
の
退
位
事
件
に
深
-
か
か
わ
っ
て
い
る
と
記

す

｡

天
皇
や
東
宮
の
側
で
は

｢
ち
か
づ
か
で

あ
り
ぬ
べ
き
ぞ
う
｣
と
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
記
す
｡
更
に
そ
の
上
､
道
兼
自
身
'
自
分
が
花
山
院
を

｢す
か
し
お
ろ
し
｣
た
の

で
あ
る
と
解
説
す
る
｡

道
東

兼
家

こ

の

殿

'
ち
～
お

と

ゞ

の
御
い
み
に
は
'
(中
略
)
さ
る
べ
き
人
く

よ
ぴ
あ
つ
め
て
'
後
撰

･
古
今
ひ
ろ
げ
て
'
興
言
し
あ
そ

び
て
､
つ
ゆ
な
げ
か
せ
給
は
ざ
り
け
り
｡
そ
の
ゆ
へ
は
'
花
山
院
を
は
わ
れ
こ
そ
す
か
し
お
ろ
し
た
て
ま
つ
り
た
れ
'
さ
れ
ば
､
関

白
を
も
ゆ
づ
ら
せ
た
ま
ふ
べ
き
な
り
と
い
ふ
御
う
ら
み
な
り
け
り
｡
よ
づ
か
ぬ
御
事
な
り
や
｡
さ
ま
ぐ

よ
か
ら
ぬ
御
事
ど
も
こ
そ

き
こ
え
し
か
｡

(臥
琴

.
講

読

3
<)

そ
の
上
で
'
道
兼
の
行
跡
に
つ
い
て
は

｢
よ
づ
か
ぬ
御
事
｣
で
､
多
-
の

｢
よ
か
ら
ぬ
御
事
｣
等
も
伝
わ
っ
て
い
る
と
い
う
｡

r栄
花
物
語
J
に
は
'
花
山
院
出
家
に
関
し
て
は
'
兼
家

一
族
の
陰
謀

･
策
略
で
あ
っ
た
と
全
く
記
さ
れ
て
い
な
い
｡
ま
し
て
道
兼
が

色
々
と
策
動
し
て
､
花
山
院
に

｢青
道
心
｣
を
起
こ
さ
せ
､
落
飾
さ
せ
る
ま
で
花
山
院
を
追
い
込
ん
だ
と
は
､

1
111日
も
言
及
し
て
い
な
い
｡

花
山
院
の
出
家
は
あ
く
ま
で
も
'
｢冷
泉
院
の
御
も
の
の
け
｣
の
な
せ
る
業
で
あ
り
'
弘
徴
殿
女
御
を
失

っ
た
心
の
隙
間
に
'
父
帝
の
物

怪
が
住
み
つ
い
た
の
で
あ
る
｡
ま
こ
と
に

｢怪
し
｣
い
事
件
で
あ
っ
た
｡

203



註

1

松
村
博
司
博
士
は

｢道
兼
の
次
男
兼
隆
が
小
一
条
院
退
位
事
件
の
際
裏
面
に
お
い
て
暗
躍
し
た
ら
し
い
こ
と
を
伝
え
て
い
る
が
､
詳
し
い
こ

と
は
わ
か
ら
な
い
｡｣
(
.T蒜

醐
盛

恥
柳
JHJu
鮎

欝

監

J1
)
と
す
る
｡

五
㌧
遺
兼
と
道
長
の
仲

こ
の
よ
う
な
花
山
院
の
出
家
に
対
す
る

『栄
花
物
語
』
と

『大
鏡
』
の
相
違
は
'
ど
の
よ
う
に
考
え
た
ら
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
｡
山
中

裕
氏
は
､
｢栄
花
物
語
の
作
者
が
兼
家
を
常
に
美
化
し
ょ
う
と
し
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
｡
｣
と
し
､
結
果
と
し
て

『栄
花
物
語
』
中
で
は
'

註
一

兼
家
'
遺
兼
の
陰
謀
も
喜
き
た
-
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
説

-

｡

兼
家
を
美
化
す
る
為
に
､
･兼
家

･
道
兼
の
陰
謀
を
書
き
た
く
な
か
っ

た
と
す
れ
ば
'
遺
兼
単
独
の
陰
謀
と
す
れ
ば
よ
い
の
で
は
な
か
っ
た
か
｡
F大
鏡
J
で
は
道
兼
が
兼
家
の
喪
に
服
さ
な
か
っ
た
理
由
を
'

花
山
院
を

｢す
か
し
お
ろ
し
｣
た
の
は
自
分
で
あ
る
と
自
負
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
と
し
て
い
る
｡
『百
錬
抄
』
で
は
も

っ
と
明
確
に
'

道
兼
の
謀
り
ご
と
で
あ
っ
た
と
記
す
｡
と
す
れ
ば
'
『栄
花
物
語
』
の
中
に
於
い
て
も
､
道
兼
単
独
の
陰
謀
と
い
う
見
方
で
､
花
山
院
の

出
家
に
つ
き
そ
の
理
由
を
示
し
て
も
よ
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
｡
『栄
花
物
語
』
の
編
集
に
あ
た
っ
て
'
編
者
が
花
山
院
の
出
家
に
関
す

る
事
実
を
'
ま
っ
た
-
知
ら
な
か
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
｡
反
対
に
よ
-
知

っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
｡
兼
家

一
族
の
栄
花
は
ま
さ
に
'

花
山
院
の
出
家
が
原
点
な
の
で
あ
る
｡

一
条
天
皇
の
即
位
が
あ
っ
て
初
め
て
'
道
長
の
栄
花
の
芽
生
え
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
.
と
す

れ
ば
'
道
兼
の
貢
献
を
讃
え
る
為
に
も

『栄
花
物
語
』
の
中
で
∵
花
山
院
の
出
家
に
係
る
道
兼
の
活
躍
を
記
し
て
も
よ
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
?
『古
事
談
』
の
中
で
語
ら
れ
た
､
道
兼
を
推
薦
し
た
有
国

の

よ
う
な
人
物
も
い
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
o
花
山
院
の
出
家
に
係

る
道
兼
の
活
躍
が
記
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
何
故
か
｡

F大
鏡
』
や

『古
事
談
』
の
中
で
語
ら
れ
る
'
花
山
院
出
家
の
顕
末
は
'
決
し
て
実
行
行
為
者
で
あ
る
道
兼
に
対
す
る
肯
定
的
な
評
価
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を
与
え
て
い
な
い
｡
む
し
ろ
そ
の
逆
で
あ
り
'
そ
こ
に
描
か
れ
る
遺
兼
は
'
腹
の
読
め
な
い
陰
謀
家
'
恐
し
い
人
物
で
あ
る
｡
こ
の
よ
う

な

『大
鏡
』
に
見
る
事
の
で
き
る
遺
兼
の
姿
は
､
当
時
の
人
々
の
対
遺
兼
評
価
と
も
言
え
よ
う
｡
有
国
等
の
一
部
の
人
物
は
い
ざ
知
ら
ず
'

多
く
の
人
々
は
花
山
院
を

｢す
か
し
｣
た

｢
お
そ
ろ
し
｣
い
人
物
と
道
兼
を
評
価
し
'

マ
イ
ナ
ス
の
評
価
を
与
え
て
い
る
｡
と
す
れ
ば
道

兼
に
マ
イ
ナ
ス
評
価
を
与
え
た
く
な
か
っ
た
の
は
何
故
か
｡

F栄
花
物
語
』
で
は
'
遺
兼
と
道
長
の
仲
が
非
常
に
よ
か
っ
た
と
記
す
｡
道
兼
寿
去
の
日
､

道
長

左
大

将

殿

は
夢
に
見
な
し
奉
ら
せ
給
て
'
御
顔
に
単
衣
の
御
袖
を
押
し
あ
て
て
歩
み
出
で
さ
せ
給
ふ
ほ
ど
の
心
地
'
さ
ら
に
夢
と
の

み
お
ば
さ
る
｡
あ
は
れ
に
お
も
は
し
き
こ
え
さ
せ
給

へ
り
け
る
御
仲
な
れ
ば
､
ゆ
ゆ
し
と
も
お
ぼ
さ
ず
扱
ひ
き
こ
え
給

へ
る
､
悲
し
｡

道
隆

同
じ
御
は
ら
か
ら
と
聞
ゆ
べ
き
に
も
あ
ら
ず
､
関

白

殿
う
せ
給
へ-

L
に
'ー
御
と
ぷ
ら
ひ
だ
に
な
か
り
L
に
､
あ
は
れ
に
た
の
も
し

･
う
扱
ひ
き
こ
え
給
ひ
つ
る
か
ひ
な
き
事
を
'
返
す

ぐ
殿
方
に
は
お
ぼ
し
欺
く
｡

(EZrK
椛
醐
絹
JEI詔

W
)1
)

道
長
は
兄
の
死
を
非
常
に
悲
し
ん
だ
と
記
す
｡
道
長
と
道
兼
は
互
に
好
意
を
い
だ
い
て
い
た
の
で
､
道
長
は

｢ゆ
ゆ
し
｣
と
も
思
わ
ず
､

兄
道
兼
の
世
話
を
し
た
｡
長
兄
の
道
隆
が
な
-
な
っ
た
時
道
長
は
弔
問
に
さ
え
出
か
け
な
か
っ
た
と
記
す
｡
ま
た
道
長
は
関
白
職
が
伊
周

証
二

で
は
な
く
'
道
兼
に
移

っ
た
事
に
対
し
て

｢御
心
ゆ
く
様
に
お
ぼ
さ
れ
｣
た
と
も
記

す

｡

更
に
東
三
条
院
詮
子
も
道
兼
が
関
白
に
な
る
事

註
三

を
考
え
て
い
た
と
す

る
｡

･
F栄
花
物
語
)
の
記
す
如
く
'
道
長
と
道
兼
の
仲
が
非
常
に
よ
か
っ
た
か
否
か
は
よ
く
解
ら
な
い
.
前
掲

F江
談
抄
j
(
53
)
に
よ
れ

は
､
道
兼
は
関
白
職
等
と
い
う
も
の
は
'
譲
状
等
を
書
-
も
の
で
は
無
い
と
､
有
国
の
進
言
を
拒
否
し
て
い
る
｡
摂
関
職
を
私
す
べ
き
で

は
無
い
と
い
う
観
点
か
ら
す
れ
ば
素
晴
し
い
.

1
万
へ
遺
兼
の
穿
去
後
､
関
白
職
を
道
長
と
伊
周
で
争
う
事
は
十
分
考
え
ら
れ
た
で
あ
ろ

う
｡
と
す
れ
ば
混
乱
を
防
ぐ
為
に
'
道
長
に
譲
状
を
書
い
て
も
よ
い
と
言
え
ま
い
か
｡
遺
兼
は
し
か
し
道
長
の
為
に
譲
状
を
書
き
残
し
て

証
四

は
い
な
い
｡
道
長
は
道
兼
の
二
男

･
兼
隆
の
加
冠
に
出
席
し
て
い
る
か
ら
と
言
っ
て
特
別
親
密
だ
と
も
言
い
き
れ
ま

い
｡
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で
は
何
が
道
長
と
道
兼
の
親
交
を

『栄
花
物
語
ら
の
中
で
記
述
す
る
要
因
と
な
っ
た
の
か
｡

一
つ
考
え
ら
れ
る
の
は
'
道
兼
の
子
女
で

あ
る
｡
そ
の
中
で
も
特
に
女
達
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
.
道
兼
が
女
を
欲
し
が

っ
た
事
は

r大
鏡
L
や

r栄
花
物
語
J

証
五

詮
六

の
中
に
記
さ
れ
て
お

り

'

外
戚
政
治
の
時
勢
相
か
ら
い
っ
て
も
当
然
の
こ
と
と
い
う
べ
き

で

あ
ろ
う
｡

と
こ
ろ
が
'
道
兼
に
は
二
人
の
女
が
い
る
が
､
そ
の
記
述
の
さ
れ
方
が
ま
っ
た
-
異
な
っ
て
い
る
｡
即
ち
'
尊
子
と
二
条
殿
の
御
方
と

呼
ば
れ
た
二
人
の
女
の
道
兼
の
処
遇
で
あ
る
｡

註

1

山
中
裕
氏

r平
安
朝
文
学
の
史
的
研
究
J
(昭
和
四
十
九
年
四
月
･
吉
川
弘
文
館
)
第
三
章
第
三
節
ニ
ー
五
.

註
二

r栄
花
物
語
J
H
-
五
〇
八
貢
｡
巻
第
四

〔四
二
｡
同
所
に
､
道
長
は
毎
日
の
よ
う
に
道
兼
の
見
舞
に
出
か
け
て
い
る
事
が
記
さ
れ
て
い

る

｡

註
三

r栄
花
物
語
J
H
-
五
〇
〇
貫
｡
巻
第
四

【三
八
〕o
｢女
院
の
御
心
錠
も
'
票
田
殿
知
ら
せ
給
ふ
べ
き
御
こ
と
ど
も
あ
り
｣
と
記
す
｡

註
四

r小
右
記
し
正
暦
六
年
二
月
十
七
日
条

｢右
府
二
郎
加
首
服
之
日
也
､
(中
略
)
大
納
言
道
長
､
道
頼
'
中
納
言
公
李
､
時
中
'
伊
陣
へ
懐

忠
､
参
議
道
綱
､
安
親
､
惟
仲
､
公
任
'
誠
信
等
也
､
散
三
位
輔
正
'
有
国
'
隆
家
'
主
人
出
着
座
､
勧
盃
酒
'｣
と
記
さ
れ
て
お
り
'
道
隆

の
子
息
の
道
頼

･
隆
家
も
出
席
し
て
い
る
.
こ
の
点
か
ら
言
っ
て
道
長
の
出
席
即
､
r栄
花
物
語
し
の
説
く
如
く
'
道
長

･
道
兼
の
親
密
な
親

交
を
証
す
と
ま
で
は
言
い
き
れ
ま
い
｡

註
五

r大
鏡
J
第
四
巻

｢右
大
臣
道
兼
｣
二
〇
T
貢
o
r栄
花
物
語
J
r
-
三
八
九
貢
｡
巻
第
三

〔三
八
)｡

註
六

松
村
博
司
博
士

r栄
花
物
語
全
注
釈
J
H
I
三
九

1
貢
｡
巻
第
三

〔三
八
〕
補
説

｢道
兼
の
焦
慮
｣
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六
㌧
二
条
殿
の
御
方
と
道
兼
像

道
兼
の
二
人
の
女
に
つ
い
て

r大
鏡
J
は
非
常
に
簡
潔
に
記
す
｡

繁
子

呼

子

女
君
は
､
故

一
候
院
の
御
め
の
七
の
藤

三

位

の
は
ら
に
い
で
お
は
し
ま
し
た
り
し
を
'
や
が
て
そ
の
御
時
の
く
ら
べ
や
の

女

御

と
き

こ
え
し
｡
の
ち
に
'
こ
の
大
蔵
卿
適
任
の
き
み
の
御
き
た
の
か
た
に
て
う
せ
さ
せ
給
に
し
か
し
｡
御
む
か
へ
ば
ら
に
t
は
と
け

･
か

威
子

道
兼

み
に
申
て
は
ら
ま
れ
た
ま
へ
り
し
き
み
'
い
ま
の
中

宮

に
'
二
候
殿
の
御
方
と
て
こ
そ
は
さ
ぶ
ら
ひ
た
ま
ふ
め
れ
｡
ち

1

殿
'
女
子

を
ほ
し
が
り
'
願
を
た
て
た
ま
ふ
し
か
ど
'
御
か
ほ
を
だ
に
え
み
た
て
ま
つ
り
た
ま
は
ず
な
り
に
き
｡
か
や
う
に
あ
は
れ
な
る
こ
と

ど
も
の
'
よ
に
侍
し
ぞ
か
し
｡

(tdr猷
撃

讐

発

大
)

道
兼
の
女
の
う
ち
'
藤
三
位
腹
の
女
は
'

1
条
院
の
女
御
と
し
て
参
内
し
た
後
､
藤
原
適
任
の
北
方
と
な
っ
て
死
亡
｡
本
妻
の
方
の
女
は
'

中
宮
威
子
の
も
と
へ
､
二
条
殿
の
御
方
と
言
っ
て
女
房
と
し
て
仕
え
て
い
る
｡
道
兼
は
女
子
を
欲
し
が
っ
て
神
仏
に
厳
を
か
け
た
が
'
二

条
殿
の
御
方
の
顔
を
見
な
い
で
籍
去
し
た
と
記
す
.

1
万

r栄
花
物
語
J
で
は
'
尊
子
に
関
し
て
'

〔繁
子
〕

后
の
宮
の
藤
内
侍
の
す

け

の

腹
に
ぞ
'
御
女

一
人
お
は
す
れ
ど
'
何
と
も
お
は
さ
ず
｡
北
の
方
の
御
腹
に
'
男
君
達
あ
ま
た
お
は
す

る
に
'
女
君
の
お
は
せ
ね
を
い
と
口
惜
し
き
こ
と
に
お
ば
す
べ
し
｡

(
<
rH
椛
的
撃

詔

i11t1)

道
兼
は
別
に
何
と
も
思
っ
て
お
ら
ず
'
北
の
方
に
何
と
か
し
て
女
が
欲
し
い
と
厭
っ
て
い
る
｡
更
に
'

〔道
兼
)

栗

田

殿

の
御
女
､
藤
三
位
の
腹
の
御
君
に
裳
著
せ
さ
せ
奉
ら
ん
と
の
1
し
れ
は
'
栗
田
殿
心
よ
り
は
か
に
お
ぼ
せ
ど
'
さ
べ
う
い
ひ

し
ら
せ
給
ふ
｡

(J
g
耶
詔

弘

.電
撃

)

裳
着
の
式
を
し
ェ
う
と
騒
い
た
時
も

｢心
よ
り
ほ
か
に
｣
思
っ
た
と
記
し
'
全
-
冷
淡
で
あ
る
｡
尊
子
は
全
く
父
道
兼
か
ら
は
冷
た
く
さ
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れ
て
い
た
｡

こ
れ
に
対
し
て
二
条
殿
の
御
方
の
場
合
は
'

日
来
た
だ
に
も
お
は
せ
ぬ
に
'
｢
こ
の
度
は
女
君
｣
と
夢
に
も
見
え
給
ひ
､
占
に
も
申
し
つ
れ
ば
'
殿
い
つ
し
か
と
待
ち
お
ぼ
し
つ

る

(
I.発

鯛
W#
EI詔

R
)1
)

生
誕
以
前
か
ら
遺
兼
が
待
ち
望
ん
で
い
た
事
が
語
ら
れ
る
.
道
兼
は
正
妻
腹
の
二
条
殿
の
御
方
の
顔
も
見
ず
に
弄
去
し

て
し
ま
う
O

二
条

殿
の
御
方
は

『栄
花
物
語
』
巻
第
十
四
で
'
道
長
の
女

･
威
子
に
宮
仕
え
せ
ざ
る
を
得
な
-
な
る
こ
と
を
､
長
々
と
記
し
て
い
る
｡
『栄

花
物
語
』
で
は
'
こ
の
様
に
宮
仕
え
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
二
条
殿
の
御
方
の
状
況
に
つ
い
て

｢あ
は
れ
な
る
事
ぞ
｣
と
多
大
の
同
情

を
示
し
て
い
る
｡
こ
れ
は
注
意
を
要
す
る
｡

遠
景

-～
繁子

･
.

.
"

.｣
師輔

一〒
-
道兼道長-成子

女冒
二条殿の

御
方

系
図
参
照

父
が
関
白
ま
で
至
っ
た
高
貴
な
生
れ
の
女
性
が
､
終
に
は
宮
仕
え
に
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
｡
出
仕
す
る
相
手
は
伯
父
の
女

で

あ

る

｡
一
方
腹
違
い
の
姉
は

一
度
は
入
内
し
､
女
御
と
な
っ
て
い
る
｡
妹
の
方
は
零
落
し
た
も
の
で
あ
り
､
多
-
の
人
々
の
同
情
を
買
う
で

あ
ろ
う
｡



関
白
が
望
ん
で
も
い
な
か
っ
た
女
が
入
内
L
t
待
ち
望
ん
で
い
た
女
の
方
は
顔
も
見
ず
､
終
に
は
宮
仕
を
せ
ざ
る
を
得
な
-
な
っ
た
｡

悲
劇
で
あ
る
｡
悲
劇
の
主
人
公
の
父
が
悪
人

(少
な
-
と
も
腹
の
読
め
な
い
陰
謀
家
)
で
あ
れ
ば
'
喜
劇
と
な
っ
て
し
ま
う
｡
道
兼
は
花

山
院
を

｢す
か
し
｣
た
よ
う
な
陰
謀
家
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
か
っ
た
｡
¶栄
花
物
語
』
の
編
者
達
と
同
様
の
立
場
に
二
条
殿
の
御
方
は
立

た
さ
れ
た
｡
道
兼
が
生
き
て
い
た
と
仮
定
す
れ
ば
'
彼
女
達
が
二
条
殿
の
御
方
に
宮
仕
え
し
て
い
な
か
っ
た
と
は
断
言
で
き
な
い
｡

r栄
花
物
語
』
に
語
ら
れ
る
遺
兼
像
の
1
端
は
'
威
子
に
宮
仕
え
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

｢
二
条
殿
の
御
方
｣
を
ぬ
き
に
し
て
は
語
れ

な
い
の
で
は
な
い
か
｡


